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古典料理について

一島津家の婚礼規式と饗膳－
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（＊梅 花短大,＊＊元別府大短大）

（目的）　従来．日本料理の形式は中世にほぼ出来上がり．江戸時代中期に完成したとされてきた．

ところで、どのような形式のものがどのように変化して、完成したかを明らかにした研究をまだ見な

い．そこで、日本料理の形式の変化をたどり．完成に至った過程を明らかにすることを目的として本

研究をおこなった．ここでは、薩摩藩島津東の婚礼規式により、島津家の婚礼規式の変化と．それに

伴う饗膳の変容を明らかにすることを目的とした．

（方法）　尚古集成館所蔵の「島津家文書」の規式・料理文書を資料として、薩摩薯島津家の婚礼規

式を明らかにした．また島津家の規式の特徴を知るために、尾張徳川家・紀伊穂川家・臼杵藩稲葉家

等の婚礼規式．『群書類従』その他の婚礼規式・料理書等を資料とした．

（結果） 「島津東文書」の規式・料理文書のうち、婚礼日記載のある文書は ①1611年(D1666 年 ③

1723年 ④1729年 ⑤1759年の5点で．これらのうち、①は四条流、②以下は大草流であった．膳部は.

①式三献・十一献・五膳．②式三献・九献・五芦、③式三献・五献・三膳、④式三献・三献・服紗膳、

⑤式三献・三献・服紗膳で. 年代につれ次第にflf略化された．また．式三献は初献：海月・梅干・喪

斗．二献：うちみ、三献：わたいり等であったが、料理数は簡略化されている．続いて初献：雑煮・

五種の削物・燧子等．二献: 吸物・数の子・小鮒等であったが．雑煮の饗されなのが．島津家では婚

礼膳部の特徴であった．また．初献に必ず雑煮の饗されたのは島津家独特のものであった．床飾は、

五色けつり物．五色の米、瓶子．置鳥．置魚等であったが．これら床飾．饗膳その他の特徴等につい

ては検討中である．
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第 二 報

m 摩 藩 島 沖 家 の 食生 活

琉 球 の 食文 化 の 彫響 と し っ ぽ く料 理 につ い て　 元 別 府人 短 大　 江 後辿 子

II 的　　 前 報|こ 引続 き 、 薩摩 藩島 津家 の 食'I-活 に 関 す る 記 録 から 、 琉 球 の 食文 化 の 影稗 お

よ び 江 戸 時 代 の鹿 児 鳥 に お け るし っぽ く 料 理 につ い て 検 討し た 。

方 法　　 島沖 家 文 書 の う ち尚 古集 成 館所 蔵 の「 巾 城 王 子 磯 御 屋敷 江 被 召」「 日 帳 抜 書」 、

東 京 大 学 史料 編 纂 所 所 蔵 の「 重 豪 公 伯父 江 唐 風御 料 理 被 下 候献 立」 、 さ らに「 割 烹 余録 」

など の し っぽ く 料 理 関 迎 の 文 献お よび 文 書 を 対 象と し た。

結果 およ び 考 察　　 鹿 児 鳥 藩 は、 琉 球を 支配 下 に 置 き貿 易 を 行っ て い た た め、 国 王 や 使 節

が よく 鹿 児 島を 訪 れ て い る。 すで に 報 告し た ｒ御 献 立留 』 の ほか「 佐 敷 王子 上国 之 節 献

立留 」（1692 ） な ど に は 楸 肉 食が 多いr 中 城 王了 磯御 階 敷江 披 ¶｝ （1773 ） の 中 城 王

子 に対 す る 饗 応 は、 前半 が 唐風 料 理、 夜 食が 和 風 料 理で あ る。 そし て 、 島 津家 側 か ら の

饗 応は 日 本 風 の もて な し で、 琉 球 側 か らの 饗 応 は巾 国 風 で あ っ た。 島 津 家 では 琉 球t の

交 流に より 中国 風料 理 を 食 する 機 会 が多 かっ た。 巾 国 風 の 素 材 の巾 で も豚肉 を 食べ る 習

慣 は琉 球 と の 交 流に よ っ て 深 めら れて い っ たと 考え ら れる。 中 国 風料 理（ し っぽ く ） の

調 製は 琉 球 の 料 理人 が 行 っ てい る。 ま た、 江 戸 時 代 にし っ ぽ く 料 理を 食べ た 記録 は 長 崎

に 比 べて 宝 暦 年問 の 鹿 児 鳥 の 鳥ft! 重 豪 の 係 わ るも の が多 く 、 そ の内 容 は本 格的 中 国 料 理

であ る。 また 、 江戸 時 代 の し っぽ く 料 理 の 書「 新 撰 卓 袱 会席 趣 向 帳」 『 料 理 通』 な ど は 、

日 本風 緊 材 を 川 い た もの で 、 形式 と 器 の み巾 国 風 の もの があ る。

109


